
　
爽
や
か
な
春
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、

西
秋
留
周
辺
の
自
然
、
歴
史
、
文
化

に
ふ
れ
あ
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
４
月
21
日

（月）
　
午
前
９
時

　
30
分
集
合
、
午
後
０
時
30
分
解
散

　
予
定

▽
集
合
・
解
散
　
武
蔵
引
田
駅

▽
見
ど
こ
ろ
　
渕
上
の
石
積
井
戸
、

　
近
藤
醸
造

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
歩
き
や

　
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
ス
タ
ン
プ

　
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
初
参
加
の
方
は
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
時
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
雨
天
時
の
実
施
に
つ
い
て

　
は
、
当
日
午
前
８
時
以
降
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
（
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
）
　

　
市
民
解
説
員
が
案
内
し
て
市
内
を

徒
歩
で
巡
り
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
22
日

（火）
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
３
時
30
分
予
定

※
雨
天
の
場
合
４
月
24
日

（木）

▽
集
合
場
所
・
時
間
　
武
蔵
五
日
市

　
駅
　
午
前
９
時
（
時
間
厳
守
）

▽
コ
ー
ス
　
武
蔵
五
日
市
駅
（
路
線

　
バ
ス
）
↓
留
原
縄
文
遺
跡
↓
小
峰

　
公
園
↓
高
尾
神
社
↓
大
光
寺
↓
正

　
光
寺
↓
横
沢
入
（
昼
食
）
↓
大
悲

　
願
寺
↓
砂
沼
遺
跡
↓
武
蔵
増
戸
駅

　
（
解
散
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
15
人
（
抽
選
）

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
水
筒
、
雨

　
具
、
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い
服

　
装
・
靴
な
ど

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
10
日

（木）
（
必

　
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
（
１
枚
に

　
つ
き
１
人
）
に
、
郵
便
番
号
、
住

　
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

　
記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
〒
１
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
）

　
市
民
解
説
員
は
、
習
得
し
た
知

識
・
技
術
を
多
く
の
方
に
伝
え
る
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
あ
き
る
野
の
歴
史
・
文
化
な
ど
に

つ
い
て
学
習
す
る
市
民
解
説
員
養
成

講
座
「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
人
材
養
成
入

門
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
カ
レ
ッ
ジ
入
門
講
座
で
は
、

自
然
系
、
人
文
系
の
講
座
12
科
目
を

２
年
サ
イ
ク
ル
で
設
定
し
て
あ
り
ま

す
。

▽
日
程
な
ど
　
表
の
と
お
り

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
ほ
か

▽
定
員
　
各
15
人
（
抽
選
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▽
費
用
　
１
科
目
１
５
０
０
円

▽
そ
の
他
　
全
12
科
目
を
受
講
（
既

　
に
単
位
を
取
得
し
た
科
目
は
受
講

　
で
き
ま
せ
ん
）
。
12
単
位
を
取
得

　
し
た
方
が
市
民
解
説
員
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
15
日

（火）
ま
で

　
に
、
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

　
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
受
講
科

　
目
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
〒
１
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮

　
６
８
３
、
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
）

　
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
は
今
年
で

４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
自
然
を
楽
し

む
こ
と
の
先
に
あ
る
「
よ
り
深
く
自

然
を
学
ぶ
」
活
動
へ
と
進
化
し
、
３

期
で
は
子
ど
も
た
ち
の
研
究
心
を
要

に
、
人
と
野
生
動
物
が
暮
ら
す
あ
き

る
野
の
森
の
現
状
を
学
び
、
共
に
森

づ
く
り
の
活
動
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
と
共
に
過
ご
す
自
然
が
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
「
芽
」
や
「
生

み
出
す
力
」
を
育
て
て
い
ま
す
。

「
森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
自
然
を
深

く
学
び
た
い
」
「
自
然
に
つ
い
て
１

年
間
通
し
て
研
究
し
た
い
」
な
ど
、

強
い
思
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
募

集
し
ま
す
。

　
森
の
子
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
森
林

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
日
々
行
う
調
査
や
巡

視
、
地
域
と
の
協
働
作
業
か
ら
得
た

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぎ
、

あ
き
る
野
の
自
然
を
愛
す
る
将
来
の

森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
活
動
で

す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

　
生
か
ら
６
年
生
の
男
女
（
６
年
生

　
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る

　
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
経
験
者
）

▽
定
員
　
20
人
（
１
年
間
一
緒
に
活

　
動
で
き
る
こ
と
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
し
、

　
５
月
12
日

（月）
ま
で
に
結
果
を
通
知

▽
日
時
　
基
本
的
に
年
８
回
（
５
月

　
18
日
、
６
月
８
日
、
８
月
17
日
、

　
10
月
19
日
、
11
月
９
日
、
12
月
14

　
日
、
平
成
27
年
１
月
18
日
、
３
月

　
８
日
の
日
曜
日
　
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
４
時
）

※
天
候
・
季
節
に
よ
り
変
更
あ
り

▽
活
動
場
所
　
市
内
の
森
（
現
地
集

　
合
・
解
散
）

▽
参
加
費
　
２
千
円
（
１
年
間
の
活

　
動
実
費
、
保
険
代
を
含
む
）

▽
応
募
方
法
　
４
月
30
日

（水）
（
消
印

　
有
効
）
ま
で
に
、
専
用
の
応
募
用

　
紙
に
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

　
い
。

※
応
募
用
紙
は
各
小
学
校
に
配
布
し

　
て
い
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け

　
れ
ば
送
付
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環

　
境
の
森
推
進
係
（
〒
１
９
０
―
０

　
１
６
４
　
五
日
市
４
１
１
、
☎
５

　
９
５
・
１
１
２
０
）

　
今
回
は
自
分
で
魚
を
釣
っ
て
、
さ

ば
い
て
、
火
を
お
こ
し
て
、
焼
い
て
、

ご
飯
を
炊
い
て
、
自
力
で
お
腹
を
満

た
す
こ
と
の
大
変
さ
と
満
足
感
、
命

の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
自
然
体
験
活
動
を
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
27
日

（日）
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
３
時
ご
ろ

▽
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校
（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

▽
費
用
　
５
０
０
円

▽
持
ち
物
　
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
　
20
人
（
申
込
み
順
）

▽
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
配
布
場
所
　
五

　
日
市
出
張
所
（
環
境
政
策
課
）
、

　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、

　
生
活
環
境
課
、
中
央
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書
館

▽
申
込
み
方
法
　
参
加
申
込
書
を
直

　
接
持
参
す
る
か
送
付
し
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
問
合
せ
・
申
込
み
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
（
五
日
市
出
張

　
所
内
、
〒
１
９
０
―
０
１
６
４
　

　
五
日
市
４
１
１
）

　
市
で
は
、
「
あ
き
る
野
菅
生
の
森

づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
、
産
学

公
が
連
携
し
て
郷
土
の
恵
み
の
森
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
森
づ
く
り

と
連
携
し
た
農
業
技
術
の
継
承
や
農

業
者
の
育
成
を
図
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
た
め
、
野
菜
を
育
て
な
が
ら

農
業
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し

ま
す
。

▽
日
時

　●

前
期
…
５
月
４
日
、
５
月
18
日
、

　
６
月
８
日
、
７
月
６
日
、
８
月
17

　
日
、
９
月
14
日
の
日
曜
日
　
午
前

　
10
時
〜
正
午

　●

後
期
…
10
月
12
日
、
11
月
２
日
、

　
12
月
７
日
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

　
３
月
ま
で
の
間
の
３
日
間
（
後
日

　
参
加
者
に
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
）
の
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正

　
午

▽
集
合
場
所
　
菅
生
交
流
会
館

▽
内
容
　
野
菜
の
植
え
付
け
と
栽
培

　
方
法
な
ど

※
毎
回
、
講
義
と
作
業
を
行
い
ま

　
す
。
な
る
べ
く
毎
回
参
加
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
講
師
　
野
口
金
雄
さ
ん
（
東
京
農

　
業
大
学
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
講

　
師
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方

▽
募
集
　
25
人
（
抽
選
）

▽
費
用
（
資
料
代
な
ど
）

　●

前
期
…
６
千
円
（
６
回
分
）

　●

後
期
…
６
千
円
（
６
回
分
）

※
費
用
は
半
期
ず
つ
の
支
払
い
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
18
日

（金）
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
９
５
・

　
１
１
２
０
）

産
学
公
連
携
人
材
育
成
講
座

土
づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
、

　
　
　
　
野
菜
を
育
て
よ
う
！

　子どものペースに合わせて、大澄山周辺の春の

自然をセンス・オブ・ワンダーの心でのんびり楽

しみます。

※未就学児向けの内容です。

○期日　４月27日㈰　午前10時～11時30分（雨天

　中止）

○集合場所　草花会館（草花１７８１－４）

○対象　市内在住の親子

○定員　10組（申込み順）

○持ち物など　飲み物、おやつ、雨具、着替え、

　汚れても良い服と歩きやすい靴

○費用　１人50円（保険代含む）　

○その他　終了後、昼食会をします。おさんぽ会

　の感想や子どもの様子などを、参加した皆さん

　でおしゃべりしませんか（参加できる方は弁当

　持参）。

○申込み方法　４月３日㈭から23日㈬までの間に、

　電話で申し込んでください。

○企画運営　あきる野市環境委員会森のようちえ

　ん部会

○申込み・問合

　せ　環境政策

　課環境政策係

　（☎５９５・

　１１１０、土

　曜・日曜日を

　除く午前８時

　30分から午後

　５ 時 1 5 分 ま

　で）

科　目
（1単位） 講　師

近
世
史

自
然
史
Ⅱ

地
域
め

ぐ
り
Ⅱ

人
物
伝
Ⅱ

考
古
学

Ⅱ

※ 内容・期日・時間は、変更になる場合があります。

舘野孝
さん

清水浩
さん

坂上洋之
さん
溝口重郎
さん

市民
解説員

浦野守雄
さん

日　　時 内　　容

５月19日・26日の月曜日　
午後２時～４時30分（現地学
習は午前９時～午後１時）

５月12日、６月16日、
11月10日、12月８日の
月曜日　午前９時～正午

６月２日、７月７日、
８月４日、９月１日の
月曜日
午後２時～４時30分

８月20日、９月17日、10
月15日、11月26日の水曜
日　午後２時～４時30分

９月10日、10月１日、11
月５日、12月３日の水曜
日　午後２時～４時30分

野鳥観察（現地
学習など）

遠藤純夫
さん

６月11日・18日の水曜日
午後１時～４時30分

植物観察（現地
学習）

市内の歴史・自然な
どの地域理解と解説
方法（現地学習）

市内の優れた人
物の心豊かな生
き方と業績

考古学の始まり

民
俗
芸
能

坂上洋之
さん
溝口重郎
さん

６月23日、７月28日、
９月22日、10月20日の
月曜日
午後２時～４時30分

市内に受け継が
れている民俗芸
能

あきる野の近世


